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(注) ・対象論文は図表1と閉じ。
.2001年は 1月-6月の6ヶ月分のみ集計。
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図表5主要国の論文発表数シェアの推移
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Letters to Nature 
'1998年は 1月-11月の 1ヶ月分のみ集計0
・凡例は2000年のシェア1慣に表示。



































































I1慎 機関 被引用位 回数
HARVARD University(米) 184786 
2 University of T exas(米) 149017 
3 UCSF(米) 93710 
4 東京大学(日) 79673 
5 NCI (米) 72923 
(2)材料科学
I1頂 機関 被引用位 回数
東北大学(日) 13889 
2 IBM(米) 13160 
3 UCSB(米) 12001 
4 MIT(米) 11723 
5 University of Ilinois (米) 9826 
(3)物理分野
I1頂 機関 被引用位 回数
AT&T(米) 98264 
2 東京大学(日) 92058 
311BM(米) 87982 
4 MIT(米) 86292 
5 I CERN(スイス) 85319 






















)1頂 機関 被引用 論文数位 回数
UC Berkeley(米) 57039 3846 
2 京都大学(日) 56981 7215 
3 東京大学(日) 56860 6781 
4 I University of T exas(米) 50919 4052 
5 I University of 48634 4287 
Cambridge(英)
'---




















順位 ジャーナル 被引用回数 論文数|
SCIENCE 13341 2371 
2 APPUED PHYSICS 12586 11321 LETTERS 
3 NATURE 11312 1921 
4 PHYSICAL REVIEW 8 9525 820 
5 PHYSICAL REVIEW 8023 424 LETTERS 
6 JOURNAL OF PHYSICAL 6422 182 CHEMISTRY 
JOURNAL OF THE 
7 AMERICAN CHEMICAL 5582 270 
SOCIETY 
8 JOURNAL OF APPUED 5415 825 PHYSICS 
9 CHEMISTRY OF 5392 405 MATERIALS 






順位 国 被引用回数 論文数
米国 92108 9993 
2 日本 26267 4251 
3 ドイツ 20673 3579 
4 フフンス 17168 2673 
5 イギリス 9466 1415 
6 スイス 8233 792 
7 中国 7653 3168 
8 カナダ 5707 754 
9 スペイン 5131 874 
10 オフンダ 4767 514 
(2)機関別ランキング
順位 機関 被引用回数 論文数
UC 8erkeley(米) 6591 393 
2 MIT(米) 5370 366 
3 Rice 
University(米) 4329 156 
4 18M(米) 4305 282 
5 NEC(日) 4016 140 
6 HARVARD 
University(米) 3278 155 
7 東北大学(日) 3244 485 
B University of 
lIinois(米) 3093 289 
9 Ecole Polytech 
Fed Lausanne(ス
イス) 3092 212 
10 US Navy(米) 3045 
L一一一一 302 
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(3)著者別ランキング
)1積 著者 被引 論文数
位 用回
数
Smaliey RE， Rice 
University(米) 3816 
2 Alivisatos AP， UC 
8erkeley(米) 3084 
3 Ajayan PM， NEC(日) 2659 
4 Ebbesen TW， NEC(日) 2424 
5 Thess A. Rice University(米) 2213 
6 Gratzel M， Ecole Polytech Fed 
Lausanne(スイス) 1980 
7 飯島澄男， NEC(日) 1959 
8 Rinzler AG， Rice 
University(米) 1937 
9 Dai HJ， Rice University(米) 1851 
10 井上明久.東北大学(日) 1719 
出典:ISI・ThomsonScientific社報告 (2001年10月)
Essential Science Indicators of “Nanotechnology" 
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184 
わが国は、園、機関、著者トップ 10にそれぞれラン
クインしている。
4.6おわりに
~ç_i~rrç.~.~.N鉱山旦り掲載論玄J;占め.生むがー国立~~­
~Z:}主増加i原凪l三あ児、.Þ.~.~国ιお 11，-主国ー際j震の.研
~.成農だー壇主主~~_~2三と点坊主主1之ーる且ー無論、両誌に
おけるシェアだ、けで、は、わが国の研究成果の評価に
不十分である。しかし、両誌は自然科学全般を対象と
し、かっ国際的に一流と認められているため、国別シ
ェアは、研究成果の評価における一つの注目すべき
指標となろう。
また、才f芝.?!._r:'2三izJ注旦:tるーとλ.過去J_Q.隼閉L
b点国民m昼型:立注ー日ーさーむ2論.玄主輩出L主主主ιこ
のような学際領域の論文動向の分析は、既存の分野
概念に沿って構築されたデータベースでは困難であ
ったが、今回 ISI社が用いた手法を利用することで、
他の学際領域(バイオインフオマティックスやシステム
バイオロジ一等)におけるわが国の論文の国際評価
を推測することが可能であろう。
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